




















“Is sex an autonomy-killing, mind-numbing, 
subhuman passion?”
― “Yes, but only when it’s good.” 
（Soble, 2002c）
１．「性的モノ化」という問題
























































































































































































































































時的なモノ化には道徳的に不正なものはない。（Nussbaum, 2002, p. 401）
自律の否定と主観性の否定は、大人同士の関係全体を通して持続的ならば問題があるが、
相互の配慮によって特徴づけられるような関係のなかでのいくつかの局面としてならば、



































































































































の体を使用する以上のことをどうしてできるだろうか。（Nussbaum, 2002, p. 409）
また、乱交的な関係にも問題があるように見える。
セックスを匿名的に（in the anonymous spirit）行なうとしたら、その相手を尊敬と配慮
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